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■河川整備計画策定の流れ

河川法に基づく計画制度では、学識経験者、流域住民、地方公共団体からの意見を踏ま

え、長期的なビジョンを示す河川整備基本方針*と、具体的な計画となる河川整備計画*を定

めます。

河川整備計画（原案）河川整備計画（原案） ～今後の大和川の川づくり～～今後の大和川の川づくり～ 大和川水系河川整備計画は、地域の皆さんからの大和川水系河川整備計画は、地域の皆さんからの
ご意見をお聞きしながら作成します。ご意見をお聞きしながら作成します。

■大和川流域委員会について

近畿地方整備局では、大和川水系河川整備計画を策定するにあたり、学識経験者等から

意見を聞くために、平成16年に「大和川流域委員会」を設立しました。

大和川流域委員会での詳しい審議内容につ

いては、下記ホームページをご覧下さい。

http://www.kkr.mlit.go.jp/yamato/iinkai/

これまでに21回の流域委員会、2回の現地

視察会を実施し、河川整備計画（原案）や関

係住民の意見の聴き方について、議論してき

ました。

河
川
整
備
基
本
方
針

河
川
整
備
計
画

内容／基本方針、基本高水*、

計画高水*流量など

内容／河川工事の目的、
河川工事、河川維持の内容

意見

意見

意見

意見

河川整備基本方針の決定河川整備基本方針の決定

河川整備基本方針の案の作成河川整備基本方針の案の作成

社会資本整備

審議会(一級河川*)

都道府県河川

審議会(二級河川*）

社会資本整備

審議会(一級河川*)

都道府県河川

審議会(二級河川*）

原 案原 案

河川整備計画の案の作成河川整備計画の案の作成

河川整備計画の策定河川整備計画の策定

現時点

公聴会の

開催等による

住民意見の聴取

地方公共団体の長地方公共団体の長

河
川
工
事
と
河
川
の
維
持

学識経験者学識経験者

河川整備基本方針／河川整備計画／基本高水／計画高水／
一級河川／二級河川

用語解説p23~24

きほん ほうしん きほん たかみず

【*は用語解説（P23～24）において解説している用語を表しています。】

「みんなでつく
「みんなでつくろろ！！」！！」 みらいの大和川

みらいの大和川

関係機関や流域住民と連携して、洪水等の被害軽減に向けた
ハード・ソフト両面の総合的な対策を推進

「母なる川」が刻んできた歴史や風土、文化を感じ、誇りに思える大和川に

多様な生きものをはぐくみ、子どもたちがいきいきと遊び、
人々のくらしをゆたかにする大和川をめざして

けいかくこうすいりゅうりょう
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大和川は、その源を奈良県桜井市の笠置山地に発し、低平地である奈良盆地を放射状に

広がる佐保川、曽我川等の支川を合わせ、亀の瀬狭窄部*を経て河内平野に入り石川と合流

して浅香山の狭窄部を通過し大阪湾に注ぎます。

大
和
川
流
域
の
概
要

大和川流域は奈良盆地の水を集め、亀の瀬の手前で合流し、大和川流域は奈良盆地の水を集め、亀の瀬の手前で合流し、河内河内平野を西流します。平野を西流します。 位置図

大和川流域

■河内平野と奈良盆地の地形特性

■大和川流域の諸元

約70兆円想定氾濫区域内資産額

21市15町2村流 域 市 町 村

約400万人想定氾濫区域内人口

約1,300mm年 平 均 降 雨 量

約215万人流 域 内 人 口

68km幹 川 流 路 延 長

約1,070km2流 域 面 積

【河口より13.0km】

３２

その流域*と周辺地域には、近畿の行政・産業の中心地である大阪市、堺市をはじめ、柏原

市、奈良市、橿原市などの主要都市が存在し、ＪＲ大和路線や近畿自動車道、西名阪自動

車道等の重要な交通網や、大阪港や堺泉北港等の阪神工業地帯の中枢港湾を含んでいま

す。

また、世界遺産でもある法隆寺や平城京に代表される数多くの寺社仏閣、史跡、名勝が存

在し、数多くの観光客が集まります。

亀の瀬狭窄部
両岸山付けの狭窄部であり、
早瀬が連続し、水際まで河畔
林に覆われています

河口部
干潮*時には干潟*がみ
られ、特にハマシギ等の
生息や冬季には、ホシ
ハジロ、コアジサシ、ユリ
カモメ、ウミネコ等が集
団で休息します

下流部の大阪府域では、大和川は標高
の高い位置を流れています

（平成22年３月現在）

亀の瀬
狭窄部

狭窄部／流域／Ｏ.Ｐ.／干潮／干潟用語解説p23~24

中流部
瀬と堰による水がたまって
いる区間が交互に現れ、
河床には水生動植物も多
く生育しています。

中上流部の奈良県域では、放射状に広
がる１５６もの支川が大和川に集中して
合流します
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大和川流域は大和川によって形成された肥よくな土地で人々が生活を営み、大和川からも

たらされる水を使って耕作を行い、生活の基盤を築いてきました。古墳時代から飛鳥時代、奈

良時代にかけて日本の政治・文化・産業の中心地として発展してきました。

大
和
川
流
域
の
特
徴

■古代国家の成立期に大きな役割を果たした「母なる川」です ■奈良盆地では放射状に広がる多くの支川が
本川である大和川に集中して合流します

大和川流域は、奈良県、大阪府の両府県にまたがっており、２１市１５町２村からなります。

沿川の下流部には、近畿地方の行政・産業・交通等の主要機能の集積地域である大阪市、

堺市などがあります。中上流部には、文化的・歴史的資源に恵まれ、京阪神大都市圏の近郊

地帯として発展がめざましい奈良市などがあり、日本有数の都市河川です。

奈良盆地の大和川は、

放射状に広がる多くの支川

が奈良盆地で合流し、１本

の流れとなり、生駒・金剛

山地に挟まれた亀の瀬を

抜け、大阪へ流れます。

奈良盆地は低い山なみ

に囲まれ、平野部が窪地と

なっている典型的な低平

地です。そのため、地形的

にも雨水がたまり、流れにく

くなっています。

大和川は江戸時代まで河内平野を北上し、淀川と合流していました。

宝永元年（1704年）に大和川を淀川から切り離し、柏原（石川合流後）から下流は西流させて、

直接大阪湾に入るように付け替えられた人工河川です。

大和川の付替工事により、河内や摂津等の旧河道や池であった土地は耕作地となり、河内木

綿などの生産地として生まれ変わりました。

■下流部は、江戸時代に付け替えられた人工河川です

大和川付替地図

さらに、かんがい*の発達や条里

制の施行とともに、奈良盆地では

ため池*が築造され、支川の流路

が整えられました。初瀬川・飛鳥

川・曽我川などは、現在も川の形

状にその名残を残しています。

大和川は交通路としての機能も

担い、都を造るときには大和川を

使った舟運により人や物資が輸送

されました。また、随からの使節が

大和川を航行し、東アジア文明の

文物や仏教の伝播など、大きな

役割を果たしました。

５４

大和川周辺に栄えた都の位置
（古代畿内要図）

中甚兵衛：（１６３９～１７３０）
大和川の付替え事業を計画し、
幕府と交渉した人物

■沿川には、大阪市、堺市、柏原市、奈良市、橿原市が

位置しており、日本有数の「都市河川」です

総合治水対策の
対象区間

四方を山地に囲まれ、
お皿のように真ん中が窪んでいる奈良盆地

かんがい／ため池用語解説p23~24

笠置山地

は せ あすか

JR大和路線第二大和川橋梁付近
（大和川27.0km付近）

阪神高速大阪堺線橋梁付近
（大和川3.6ｋm付近）
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築留の治水記念公園に

建つ中甚兵衛の銅像
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な か じ ん べ え



河口部は、干潟が広く干出し、鳥類の採餌や集団休息の場など貴重な空間となっています。

水際は、護岸整備等が進められたことにより単調になっていますが、一部には、良好な水際植

生が見られます。

大
和
川
流
域
の
特
徴

かつての大和川流域かつての大和川流域（保水能力（保水能力 大）大） 現在の大和川流域現在の大和川流域（保水能力（保水能力 小）小）

■流域開発の進展により、保水機能が低下しています

６

■水質は改善に向けたさまざまな取り組みにより、
環境基準レベルまで回復しています

■スポーツ、散策、釣り、水遊び、祭りの場となっています

大和川流域の水質は、高度経済成長期の急激な都市開発と産業発展に見合う水質保全

対策の不足により、昭和40年代前半から水質が急激に悪化し、環境基準値（ BOD75％値*）

を大きく超過する状態が続きました。

近年、水質改善の取り組みが進むにつれて、水質は環境基準レベルにまで改善されていま

す。

大和川は都市部における貴重な自然空間として、高水敷に公園緑地・広場が多く整備され、

スポーツ、散策、釣り、水遊び等の多様なレクリエーションに利用されています。

また、住吉大社の神事である「神輿渡御祭」が平成16年に復活し、川辺八幡神社の足洗神

事が続けられています。「水辺の楽校*」等の河川空間が環境学習、総合学習、自然観察会

等の流域の歴史や風土、文化を感じ、自然に親しむ場となっています。

利用形態別

（大和川コンクール入賞作品）

レクリエーション利用

広い高水敷では、沿川住民の散策、スポーツ等に
利用されています。

７

スポーツ
31%

水遊び
1%

散策等
63%

釣り
5%

615

102
22

1,236

単位：千人

河川空間利用実態調査
（平成18年度）

神輿渡御祭

大和川の中流部では、支川が放射状に位置し、それらがすべて大和川に集まるため、水位

が急上昇しやすいことに加え、流域開発の進展により、保水機能*が減少し、降雨時の流出量

が増大しています。

流出浸透

■干潟や瀬・淵、水際植生等の良好な自然環境が残されています

中流部は奈良盆地の田園や農業用水の利用も兼ねた支川と一体的な河川環境となってい

ます。また、亀の瀬狭窄部は岩床や巨岩で形成される渓谷環境となっています。

亀の瀬狭窄部の状況

河口部干潟の状況
 
瀬と淵浄化施設により
再生された瀬

大和川15.2km付近

下流部の水際状況

大和川7.6km付近

大和川の源流域は、笠置山地、生駒山地をはじめとした奈良盆地を囲む山地であり、流域

に残る原始林としては、春日山原始林は原生的な照葉樹林として国の天然記念物に指定さ

れ、世界遺産にも登録されています。また、上流部には農業地域が広がり、アカマツ、コナラ

等の二次林と田畑からなる里山となっています。

下流部は、護岸*整備、高水敷*造成等によりコンクリート護岸が多く、川の流れが緩やかで単

調になっていますが、瀬と淵浄化施設により、瀬*・淵*や水際植生等の多様な水域環境が再

生されつつあります。

中流部の状況

水辺の楽校

保水機能／護岸／高水敷／瀬／淵／BOD75%値／水辺の楽校用語解説p23~24
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平均値

75％値

環境基準

環境基準告示
(S45.9)

過去最低の水質
S45年 75%値 31.6mg/L
　　 平均値 21.4mg/L

環境基準レベル5mg/L 下流の一部 8mg/L　中上流部 5mg/L

清流ﾙﾈｯｻﾝｽ21 清流ﾙﾈｯｻﾝｽⅡ

Cﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ計画

H22年の水質
75%値  3.0mg/L
平均値 2.8mg/L

ｱｸｱﾛｰﾄﾞ



流量／計画高水位／はん濫／内水／内水はん濫用語解説p23~24

大
和
川
の
近
年
の
浸
水
被
害

これまで、何度も浸水被害を受けてきました。これまで、何度も浸水被害を受けてきました。

■支川が合流する地域で多くの浸水被害が発生

昭和57年8月の出水

平成7年7月の出水

平成11年8月の出水

近年では、昭和57年8月に柏原地点において約2,500m3/secの流量*を記録した戦後最大

となる洪水が発生、藤井付近や支川西除川合流付近では計画高水位*を超えたほか、奈良

県や大阪府内の支川のはん濫*や内水*はん濫の発生により、21,956戸の家屋が浸水する等

の被害が生じました。

また、平成7年7月や平成11年8月にも、内水はん濫*により浸水被害が発生しました。

さらに、平成19年7月には、4時間最大雨量が約80mmに達し、藤井地点で計画高水位を

超過しました。

昭和57年7月31日～8月2日の台風10号、続いて8月3日の台風9号くずれの低気圧による洪水により、
流域全体で大きな被害を受けました。床上・床下浸水による被災家屋は大阪府、奈良県とも約10,000戸数
以上にのぼり、大和川流域で戦後最大の洪水被害になりました。

平成7年7月3日の梅雨前線による大気の不安定で豪雨が生じ、田原本町

や安堵町等に大きな被害が生じました。

平成11年8月10日、熱帯低気圧により降り始めた雨は豪

雨となり、奈良県の斑鳩町、安堵町、大和郡山市を含む多く

の地域で浸水被害が生じました。

９８

田原本町内

王寺町内

王寺町内

大和郡山市内

平成19年7月の出水

平成19年7月17日、低気圧の影響で大阪府南部か
ら奈良県北部を中心に局地的な豪雨となり、奈良県で
は、約1,000戸以上の床上・床下浸水被害が生じまし
た。

曽我川保田浄化施設付近

・死者・行方不明者 － ・床上浸水 891

・家屋全、半壊 10              ・床下浸水 2,700

台風24号

前 線
昭和40年9月

・死者・行方不明者 4人 ・床上浸水 700

・家屋全、半壊 18              ・床下浸水 11,717

台風15号

前 線
昭和31年9月

・死者・行方不明者 － ・床上浸水 33

・家屋全、半壊 2               ・床下浸水 400
低気圧平成11年8月

・死者・行方不明者 － ・床上浸水 103

・家屋全、半壊 2               ・床下浸水 1,086
低気圧平成19年7月

・死者・行方不明者 － ・床上浸水 216

・家屋全、半壊 1               ・床下浸水 2,296
梅雨前線平成7年7月

・死者・行方不明者 － ・床上浸水 6,455

・家屋全、半壊 269            ・床下浸水 15,232

台風10号 前 線

台風9号崩れ低気圧
昭和57年8月

・死者・行方不明者 16人 ・床上浸水 2,405

・家屋全、半壊 1,436          ・床下浸水 10,868

台風13号

前 線
昭和28年9月

亀の瀬地すべりにより河道が閉塞され、奈良県で浸水被害が発生した亀の瀬河道閉塞昭和7年7月

被害状況発生原因洪水年月

近年の主な洪水被害一覧

平成7年7月5日 奈良新聞

昭和57年8月4日 奈良新聞

濁流が流れ込んだ大阪市平野区（手前）と松原市
（上部）の境界付近（3日午前10時半）

昭和57年8月4日 毎日新聞

昭和57年8月4日 毎日新聞

ふじい にしよけ

斑鳩町内

大和川

曽我川

大和川33.2km付近（安堵町付近）

たわらもとちょう

いかるがちょう や ま と こ お り や ま し

ほ た

大和川19.6km付近

（国分本町地先）

大和川

こくぶ ほんまち

大和川5.0km付近（香ヶ丘地先）

大和川

かおりがおか

あんどちょう

天理・王寺線（川西町付近）
かわにしちょう

けいかくこうすいい



①大和川

②石川

③曽我川

④佐保川

亀の瀬

狭窄部

河
川
整
備
計
画
の
対
象
区
間
・対
象
期
間

河川整備計画の対象区間は、大和川水系の国管理区間*を対象とします。

１１１０

■河川整備計画の対象区間と対象期間

対象区間：国管理区間

大和川：37.6km、石川：0.8km、曽我川：1.9km、佐保川：8.0km

対象期間：概ね30年間

本整備計画は、これまでの災害の発生状況、現時点の課題等に基づき策定するが、
今後、河川整備の進捗、社会経済の変化等に合わせ、必要な見直しを行う。

国管理区間用語解説p23~24

 位置図 

大和川流域 

48.3km合 計

同上
な ら し さいくじょうちょう

右岸：奈良県奈良市西九条町地先
8.0km

幹川合流点（本川合流点）
やまとこおりやましかんのんじちょう

右岸：奈良県大和郡山市観音寺町地先
佐保川④

同上
きたかつらぎぐんこうりょうちょうおおば

左岸：奈良県北葛城郡広陵町大場地先
1.9km

幹川合流点（本川合流点）
しきぐん みやけちょうおやなぎ

右岸：奈良県磯城郡三宅町小柳地先
曽我川③

同上
ふじいでらし こう

左岸：大阪府藤井寺市国府地先
0.8km

幹川合流点（本川合流点）
かしわらしいしかわちょう

右岸：大阪府柏原市石川町地先
石川②

同上
しきぐんかわにしちょうきたはんだ

左岸：奈良県磯城郡川西町北吐田地先
37.6km

大阪湾（河口）
やまとこおりやましぬかたべちょう

右岸：奈良県大和郡山市額田部町地先
大和川①

延長下流端上流端河川名

流域界

府県界

市郡界

町村区界

既設ダム

工事中ダム

主要地点

想定氾濫区域

国管理区間

凡 例

整備計画対象区間○NO



上
下
流
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し
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１３１２

上下流バランスに配慮して上下流バランスに配慮して、、段階的に整備段階的に整備ししますます。。

上流部から河道整備をすると、上流部は安全になりますが、これまで上流部で溢れてい

た水が流下して、下流部の被害が増えることになるため、河川の整備は原則として下流部

から整備していきます。

しかし、大和川では、下流部から順に河道整備をすると、橋梁の架け替えが多く、亀の瀬

狭窄部の対策も必要なことから、上流部の整備に着手するまでに多大な時間と費用がか

かり、上流部の浸水被害がなかなか解消されません。

このような問題を解決し、上下流の治水安全度*を早期にバランスよく向上させるため、

亀の瀬狭窄部での開削又はバイパストンネルの整備を行わず、

・上流部（奈良県域）では、流域対策*や洪水調節施設*等の整備

・下流部（大阪府域）では、河道掘削・堤防等の整備
を行うこととします。

河川整備計画における上下流バランスの考え方河川整備計画における上下流バランスの考え方

将来、下流部の河道整備が進捗し、所定の治水安全度が確保された後、亀の瀬狭
窄部での対策にあたっては、追加的に地すべり対策やバイパストンネル*等の人工的な
施設が必要となります。そのため、整備計画期間では、今後得られる地盤や地下水位
に関する監視結果や、解析や施工に関する新たな技術的な知見の蓄積を行います。

遊水地については、奈良県域の大和川

沿いに低平地が多く存在することから、効

率的な洪水調節が可能な位置や規模につ

いて土地利用状況を踏まえて検討します。

そのうえで、地域住民や関係機関の理解

や協力のもとに、適地を選定し、整備しま

す。

また、平常時の利活用については、関係

機関と調整し、適切な利活用の促進を図り

ます。
多目的広場

体育館

ちびっ子広場

じゃぶじゃぶ池 テニスコート

芝生広場

遊水地の平常時における活用のイメージ

下流部から河道整備を進めるだけでは、下流部における橋梁の架け替えや亀の瀬狭窄部の対
策が必要となり、費用と時間がかるため、上流部の整備が更に遅れます。このため、亀の瀬狭窄部
の対策を行わず、上流部における流域対策や洪水調節施設の整備により河道や下流への流出を
遅らせ、ピーク流量*を低減することで流域全体の早期の治水安全度*向上を図ります。

河内平野
（氾濫域）

上流部（奈良県域）では
流域対策や洪水調節施
設等の整備を実施

下流部（大阪府域）
では河道掘削・堤防
等の整備を実施

亀の瀬狭窄部での
対策は行わない

亀の瀬
狭窄部

金剛山地

生駒山地

大阪府 奈良県

葛
下
川

竜
田
川

富
雄
川

奈良盆地 佐
保
川

飛
鳥
川

曽
我
川

大和川（初瀬川）

大和川

上流部
から整備
すると

下流部
から整備
すると

大雨が降ると・・・

上流部（奈良県域）や下流部（大阪
府域）では氾濫する危険性があり
ます

上流部の
氾濫がな
くなる

下流部の
被害が大
きくなる

上流部の
被害軽減
に時間が
かかる

下流部の
被害がな
くなる

河道の掘削、
築堤、橋梁

架替等

大和川の上下流バランスのイメージ

亀の瀬狭窄部での対策

ここでは、下流部とは亀の瀬狭窄部より下流（大阪府域）を指し、上流部とは亀の瀬狭窄部
より上流（奈良県域）を指します。

用語解説p23~24 治水安全度／流域対策／洪水調節施設／ ピーク流量／遊水地／バイパストンネル

洪水調節施設（遊水地洪水調節施設（遊水地**）の整備について）の整備について
ゆう すい ち
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洪水等による災害の発生を防止・軽減するために!
大和川における治水の現状と課題及び治水対策の基本的な考え方を踏まえ、戦後最大洪水である昭和57年8月洪水と同規模の洪水を安全に流下させるために河川整備を行います。整備内容については、

環境調査や埋蔵文化財の調査結果等を踏まえて、施工期間、施工方法に十分配慮し実施していきます。

１５

●河道掘削
河道の土砂を掘削することで、洪水を安全に

流下させる効果を高めます。

河口部では土砂が堆積傾向にあることから、

土砂の流れや堆積の状況をモニタリングしなが

ら実施します。

●堤防浸透・侵食対策
ドレーン工法（排水設備の設置）等による堤防

強化は堤体内の水位を下げることで、堤防の崩

壊防止効果を高めます。

●超過洪水対策
計画高水位を越える洪水や、堤防を越えてし

まう洪水に対する安全性を高めるため、高規格

堤防の整備を進めます。

高規格堤防はまちづくり事業等と併せた整備

が必要となるため、今後も引き続き関係機関と

の調整し、整備を行います。

●築堤
堤防*が局所的に低いまたは未整備の区

間について、堤防を整備することで、浸水

防止効果を高めます。

洪
水
被
害
の
防
止
又
は
軽
減

１４

  

強化後の浸潤面

強化前の浸潤面

ドレーン工

堤脚水路

▽

流水の浸透作用に対し
て安全性を確保 

強化前の水みち

ドレーン工法

強化後の水みち

●耐震対策
現在から将来にわたって発生が考えられる最大級の地震動に対する樋門*等の耐震性能照査を

行います。また、耐震性能照査を踏まえて、必要に応じ、耐震対策を実施します。

なお、今後の河川管理施設の耐震性能照査ついては、東日本大震災における地震被害を踏まえ、

適切な対応を講じます。

●高潮*対策
「大阪湾高潮対策協議会」の検討や背後地

の開発状況などを踏まえ、関係機関との調整

を行います。また、被害軽減のための課題の抽

出や緊急時の対応等について取り組みを行い

ます。

法裏部の
有効利用

河川区域
高規格堤防

高規格堤防特別区域
(堤防の高さの30倍程度)

築堤
計画高水位

平水位

築堤

高潮／堤防／樋門用語解説p23~24

平水位

計画高水位

掘削

こ う き か く

ちょうか こうずい たいさく

ていぼう

ひもん

大阪府域

：直轄管理区間

：高規格堤防整備区間

：河道掘削

：築堤

：堤防浸透・侵食対策

：超過洪水対策

高規格堤防に関する記述

（現在調整中）
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大阪府 奈良県

洪水等による災害の発生を防止・軽減するために!
大和川における治水の現状と課題及び治水対策の基本的な考え方を踏まえ、戦後最大洪水である昭和57年8月洪水と同規模の洪水を安全に流下させるために河川整備を行います。整備内容については、

環境調査や埋蔵文化財の調査結果等を踏まえて、施工期間、施工方法に十分配慮し実施していきます。

１７

洪
水
被
害
の
防
止
又
は
軽
減

●総合治水対策
河道改修、ため池の治

水利用や雨水貯留浸透
施設*等の流域対策により、
治水安全度の早期向上
を図ります。

●遊水地の整備
遊水地は、洪水を一時

的に貯留し、本川水位の
上昇を抑えます。

●堰改築

洪水時に流水の流下阻害となっ

ている堰を改築し、洪水を安全に

流下させる能力を高めます。

●河道掘削
河道掘削は河道の土砂を掘削すること

で、洪水を安全に流下させる能力を高め

ます。

●築堤
堤防が局所的に低いまたは未整備の

区間について、堤防を整備することで、浸

水防止効果を高めます。

●引堤

引堤は、川幅が狭い箇所の堤防を提

内側に移動させて川幅を広げ、洪水を安

全に流下させる能力を高めます。

１６

  

強化後の浸潤面

強化前の浸潤面

ドレーン工

堤脚水路

▽

流水の浸透作用に対し
て安全性を確保 

強化前の水みち

ドレーン工法

強化後の水みち

●内水対策
排水ポンプなど内水排除施設の整備

を関係機関と連携して実施することで、
内水による浸水被害の軽減効果を高め
ます。

内水排除施設の整備
合流河川 

内水域
遊水地 

●堤防浸透・侵食対策
ドレーン工法（排水設備の設置）等に

よる堤防強化は堤体内の水位を下げる
ことで、堤防の崩壊防止効果を高めま
す。

雨水貯留浸透施設用語解説p23~24

掘削

平水位

平水位以上を
掘削

計画高水位

計画高水位

平水位

築堤

現況河床の
形状を維持

平水位

計画高水位

引堤

奈良県域

●耐震対策
現在から将来にわたって発生が考え

られる最大級の地震動に対する樋門

等の耐震性能照査を行います。また、

耐震性能照査を踏まえて、必要に応じ、

耐震対策を実施します。

なお、今後の河川管理施設の耐震

性能照査ついては、東日本大震災に

おける地震被害を踏まえ、適切な対応

を講じます。

3
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河道掘削、築堤等が必要な箇所については、河岸形状の緩傾斜化、生物のライフサイクルを考

慮した施行時期、植生の定着や現況河床形状の維持等の工法の工夫により、河川環境への影響

の回避・低減や動植物の生息、生育、

繁殖環境等の保全・再生に努めます。

整備後は必要に応じて河道形状や

動植物のモニタリングを実施し、評価

を行っていきます。

良
好
な
自
然
環
境
の
保
全
・再
生
、
合
理
的
な
水
利
用

１９１８

大和川の河川環境を保全、改善していくために
河川環境の整備の項目とその内容については、治水、利水との整合を図りつつ、河道内の状況の変化や流域の社会環境等の変化を踏まえ、必要に応じて適切に見直しを行います。

●河道掘削・築堤等における配慮 ●河川空間利用の推進
沿川のまちづくりや観光の重要な要素として、歴史や風土、文化や自然環境を活かした利用推進を図

ります。流域住民・関係機関等との連携や調整のもと、憩いや散策、サイクリング等のレクリエーション、
自然に親しめる良好な河川空間を創出するための河川管理施設を整備します。

水辺空間整備（案）イメージ

●瀬・淵等多様な水域環境の保全、再生
現存する瀬・淵が維持される河川環境の

保全に努めるとともに、瀬と淵浄化施設を
整備し、水質改善機能と多様な動植物を
育む河川環境を保全・再生します。 ●河川景観の保全

河川工事の実施に当たっては、河川景観に配
慮して歴史、風土を守りながら実施します。

●水質の保全
更なる水質改善を目指し、発生源対策や下水

道整備などの水質保全対策を行い、糞便性大

腸菌群などの発生源や削減対策の解明に向け

た調査・研究を推進します。
また、これらの取り組みを効果的に進めるため、

関係機関との情報共有や計画づくりに取り組み
ます。

●大和川と支川や樋門樋管との落差の 解消
川と流域との連続性を確保するため、落差を解消

し、魚類等の移動が可能な水路とします。

●魚道*の設置
水生生物の上下流方向の移動が可能とな

るように、堰の改修にあわせ、魚道の設置等

による連続性の確保に努めます。

落差がなく魚類等の移動可能な水路

発生源対策の取り組み内容

 

潮止堰（直轄管理）

柏原堰堤（直轄管理）

王寺堰堤（直轄管理）

河口

下流

亀の瀬

中流

佐保川

須原井堰
長安寺井堰

堤添井堰
城井井堰

番条北井堰

大川井堰

飛鳥川取水堰（直轄管理）
飛鳥川

曽我川

曽我川取水堰（直轄管理）

<ゴム堰>

<ゴム堰>

潮止堰（直轄管理）

柏原堰堤（直轄管理）

王寺堰堤（直轄管理）

河口

下流

亀の瀬

中流

佐保川

須原井堰
長安寺井堰

堤添井堰
城井井堰

番条北井堰

大川井堰

飛鳥川取水堰（直轄管理）
飛鳥川

曽我川

曽我川取水堰（直轄管理）

<ゴム堰>

<ゴム堰>

（国管理） 

（国管理） 

（国管理） 

（国管理） 

（国管理） 

●河川環境の維持
環境情報収集やモニタリングを行い、河川環

境の変化を把握し、良好な自然環境が適切に
保全されるよう維持管理を行います。

工事後の在来植生の再生、堤防の刈り取りの
工夫等を行うことにより、在来種の保全に努めま
す。外来種については確認数が増加傾向にあり、
種の多様性の低下等が懸念されることから、必
要に応じて侵入の防止に係る啓発や駆除等に
努めます。

●河川空間の適正な利用と保全
河川敷での違法行為、迷惑行為の防止に努

めます。また、大和川流域の河川の一斉清掃活
動や環境学習等を通じて住民の皆さんの意識を
高め、ゴミのないきれいな水辺空間の実現に努
めます。

巨石投入による瀬・淵の再生

魚道用語解説p23~24

河道掘削のイメージ

水際植生の再生

環境配慮河道（案）

現況河道

環境配慮河道（案）

現況河道

ぎょどう

横断工作物に対する魚道の遡上状況

凡例
横断工作物（魚の遡上可能）

横断工作物（魚の遡上困難）
（赤字は整備計画期間中に改修予定の堰）

整備前 整備後

植生が繁茂しており、 安
全に水際へ近づけない
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２１２０

安全で快適な質の高い川づくりに向けて
河川や地域の特性を踏まえた「河川維持管理計画」をつくり、それに基づき調査・点検を実施します。状況把握・診断を加え維持・補修を行った結果を評価して次年度へ反映する「サイクル型維持管理体

系」をつくっていきます。

●河道の機能維持
安全に洪水を流すために、堆積土砂の掘削、樹木の伐

採を実施します。

●水質事故の対応
水質事故対応に必要な資機材の備蓄、水質事故訓練等に努めるとともに、水質事故防止や

早期発見に向け、関係機関と連携した取り組みを行います。

●河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持
渇水*時には水利使用者間の調整が円滑に行われるように努めるとともに、節水を呼びかける等流

域全体での取り組みに努めます。また、水利権の適正な管理のため水利用者の協力を得ながら取
水量の把握を進めていきます。

●河川情報の収集・伝達
緊急時における河川巡視、CCTVカメ

ラ等により、堤防等の状況、雨量・水位、
河川画像等の河川情報を適切に収集
し、関係機関や住民へ迅速に伝達する
とともに、わかりやすい情報への加工や
伝達手段の拡充等を実施します。

●水防活動や自主避難、避難誘導の支援
洪水による災害が発生する恐れがある場合、水防警報を適切に発表します。さらに、市町村によ

るハザードマップ*の整備、教育機関等が実施する防災学習や防災教育への支援を実施します。

●災害時の応急復旧、資機材等の充実
洪水や地震等による堤防、護岸等の被災に備え、応急復旧に必要な資機材等を備蓄するため

の防災拠点を整備します。また、ヘリポートや予備発電設備を備えた防災ステーション*を八尾市
と共に整備します。

●河川管理施設の維持管理
堤防、樋門等の巡視・点検を計画的に実施し、異常が発

見された場合は原因究明と適切な処置を検討するとともに、

維持補修、機能改善等を行います。
河道内樹木の繁茂状況

施設の点検状況

一般周知 

報道機関 
関係機関

自衛隊・NTT・JR 等 

避難勧告 
避難勧告

大阪府 奈良県 

雨量・水位観測所 レーダー 

大和川河川事務所 大阪管区気象台

各種気象
情報

レーダー
雨量情報

雨量情報 
水位情報 

共同 

洪水予報 

市町村 市町村 

洪水予報の充実イメージ

防災学習・教育支援(出前講座)

防災ステーションのイメージ

●亀の瀬狭窄部における

危機管理対策
地震による河道閉塞等の予期

せぬ災害を想定し、奈良県域・
大阪府域への被害を想定した
危機管理対策を実施します。

溢水による国道25号の冠水による事故等を防ぐために、道路管理者と連携して通行規制等

の危機管理対策を実施します。

除草前 除草後

●地震・津波への対応
津波等の地震災害に対して東日本大震災における津波被害を踏まえ、適切な対策を講じます。
また、地震・津波の発生時においては、河川情報を適切に収集し、河川管理施設の点検を行う

とともに、関係機関への迅速な情報伝達を実施します。

ハザードマップの例（柏原市）

●緊急物資輸送ネットワーク機能の確保
大和川の堤防や高水敷を洪水や地震に伴う大規模災

害時に活用し、応急復旧に必要な資機材や被災地への
物資・人員の輸送路としてネットワーク機能として確保及び
運用を行います。

22.0k
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：遮断機設置位置

除草により、
堤防の様子を
目視で確認
できる

●水難事故の防止
水難事故について、河川利用者自らの判断、避難の

ための啓発や情報提供等を実施します。

●内水被害軽減のため

の支援
水位の上昇速度が速い大和

川の特性を踏まえて、高度な

洪水予測等による統合的・効

率的な施設管理システム整備

による被害最小化を図ります。

また、甚大な被害の恐れのあ

る場合には、流域全体でリスク

を分担します。

ハザードマップ／防災ステーション／渇水用語解説p23~24



川のことば【用語集】

【一級河川】
国土の保全または国民の経済活動のた
め、特に重要な水系で、政令で指定され
たものを一級水系といい、その中で国土
交通大臣が特に管理が必要な河川とし
て指定ものが一級河川です。
【雨水貯留浸透施設】
雨水を一時的に貯めたり、地下に浸透さ
せたりして、河川への雨水の流出を抑制
するものです。
【Ｏ.Ｐ.（オーピー）】
大阪湾最低潮位のことであり、基準とな
る高さを表しています。全国的にはＴＰ
（東京湾平均海面）を基準としている地
域が多いです。Ｏ.Ｐ.＝Ｔ.Ｐ.＋1.30mとな
ります。
【河川整備基本方針】
長期的な河川整備の基本となるべき方
針を河川管理者が定めたものです。
【河川整備計画】
河川整備基本方針に沿って、概ね30年
間の具体的な河川整備の内容を河川管
理者が定めたものです。
【渇水】
雨が通常より少なく、川の水が大幅に減
少する現象です。渇水が続くと生活用水
や農業・工業用水に影響が及びます。
【かんがい】
農地に、外部から人工的に水を供給す
ることです。
【幹川流路延長】
河口から水源までの流路(川の水が流れ
るところ)の延長のことです。
【干潮】
潮が引いて海水面が最も低くなる現象
のことです。
【基本高水】
流域に降った目標とする雨が自然に集
まって河川に流れ出た場合の流量で、
洪水を防ぐための計画の基本となる流
量です。
【狭窄部】
地形の特性上、上下流よりも特に川幅
が狭くなっている箇所です。
【魚道】
魚の移動を困難にする堰などの障害物
があるときに、魚が移動できるように設
置される人工的な施設です。
【国管理区間】
一級河川の中で、国土交通大臣が管理
者となっている区間のことをいいます。

(

あ)
(

か)

【計画高水位】
河川管理上の基準とする水位のこと、
この水位は、堤防や護岸などの設計
の基本となる水位です。
【計画高水】
基本高水からダム等による洪水の調
節量を差し引いた後の流量です。
【高水敷】
高水敷は、河川断面において、常に水
が流れている低水路より一段高い部
分の敷地です。平常時には公園やグ
ラウンドなど様々な形で利用されてい
ますが、大きな洪水の時には浸かって
しまいます（p24の図参照)。
【洪水調節施設】
洪水を一時的に貯留し、川に流れ出
す流量を少なくする事ができるダムや
遊水地等のことです。
【護岸】
川を流れる水の作用から、堤防を守る
ために設置する構造物です。
【瀬】
瀬は川の水深が浅くて流れが急なとこ
ろをいい、早瀬（はやせ）と平瀬（ひら
せ）に分けられます。早瀬は流れが速
く、水面には白波が立ちます。平瀬は
流速は早瀬よりもやや遅く、水面には
しわのような波が立ちます。
【高潮】
台風等により気圧が低くなり海面が吸
い上げられたり、海面が強風で吹き寄
せられたりして、湾内の海面が普段よ
りも高くなることです。
【ため池】
農業(かんがい)用水などを確保するた
めに水を貯めている人工的な池です。
【治水】
洪水・高潮などの水害から人々の生
命・財産・生活を防御するために行う
河川事業のことです。
【治水安全度】
洪水に対する川の安全度合いを表す
ものです。

(

さ)
(

た)

地
域
と
の
連
携

２３２２

流域住民・市民団体・企業・教育研究機
関・行政と協働した活動に向けて

治水*・利水*・環境等の諸課題について流域一体の課題として、市民・学識経験者・企業・関

係機関等の流域全体の理解と協力のもとにさまざまな取り組みを行います。

●地域との連携
関係機関等との間で、日常からの意思疎通や情報交換を

行います。大和川に関わる市民のネットワークづくりと連携し、

市民の主体的な取り組みの活発化のための協働・協力を行

います。

また、今後の治水技術や自然環境・生態系の保全・大和

川に関する学習や研究等の発展に寄与するために、教育・

研究機関や学識経験者等への情報提供を行い、協力・連携

を図ります。さらに、治水、利水、環境の面において企業等に

よる技術力や社会貢献活動との連携を深めます。

大和川源流体験

「大和川の日」市民のつどい

 行 政

ＮＰＯ企 業

学 校・
研究機関

流域住民
治水・利水・生態系保全・

環境改善・大和川学習や

研究での流域連携 

ＮＰＯ・
市民団体

●河川に関する学習
自治体や学校、地域住民等と連携し、水辺の楽校を活

用するとともに、適切な資料の提供などに努め、河川の学

習の活発化を図ります。

また、住民協働の水生生物調査や治水・利水・環境に

ついての出前講座への取り組みや自治体、教育研究機

関、市民との協力・連携を進めます。

大和川水生生物観察会

●サイトミュージアム構想
大和川は寺社や史跡等の近傍を流下し、歴史・文化

的な関わりを蓄積してきた重要な河川であり、江戸時代

に付け替えが行われ、流域の開発に大きな影響を与え

た河川です。

このような大和川の治水、利水、環境、歴史・文化等

を沿川で学ぶことができるサイトミュージアム構想におい

て、史料の収集・保存、資料・パネルの作成、会場の確

保や展示・説明等の実施について、市民団体や学識経

験者、教育・研究機関等との連携・協働による構想の

実現に向けた取り組みを進めます。

 

平
城
京
跡

羅城門

佐
保
川
→

サイトミュージアム構想（羅城門のイメージ）

用語解説p23~24 治水／利水



川のことば【用語集】
【堤防】
洪水による氾濫などを防止する目的
で河川に沿って土などを盛った構造
物です。(下図参照)
【出前講座】
河川管理者が行っている事業などを
小中学校などで分かり易く説明する講
座です。
【内水】
堤内地側（下図参照）に貯まった水の
ことです。
【内水氾濫】
河川が増水して水位が上昇するため、
堤内地側（下図参照）に降った雨が自
然に川への排出できなくなり、堤内地
の水路があふれ出したり、下水道の
マンホールの蓋から下水が噴き出し
たりする現象です。
【二級河川】
一級水系以外で公共の利害に重要な
関係があるものを二級水系といい、そ
の中で都道府県知事が特に管理が必
要な河川として指定したものが二級河
川です。
【バイパストンネル】
トンネルで狭窄部などを迂回して、そ
の下流に放流するためのトンネル施
設全体のことです。
【ハザードマップ】
自然災害による被害を予測し、被害
の拡大範囲および被害程度、さらに
は避難経路、避難場所などの情報を
書き込んだ地図のことです。
そのひとつとして、洪水ハザードマッ
プは水害に備えて作成されたものの
ことです。
【BOD・BOD７５％値】
BODとは水の中の有機物が微生物
よって分解されるのに必要な酸素の
量であり、河川の汚れ具合を示してい
ます。この値が大きいほど、水は汚れ
ています。
BOD75%値とは、一年の内3/4(75%)以
上が満足するBOD値のことです。
【はん濫】
洪水時に河川水が堤防を越えて農地、
市街地などへ侵入することです。
【ピーク流量】
洪水における最大流量のことです。
【干潟】
潮の干満によって海水に覆われたり、
干上がったりする平坦地形のことです。
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【樋門】
取水や排水のため、堤防を横切って埋
められている水路のことで、洪水が発生
したときは支川に逆流しないようにゲー
トを閉めて堤防の役割を果たします。
【淵】
流れが穏やかで水深が深いところのこ
とをいいます。
【防災ステーション】
洪水時に水防活動の基地やヘリポート、
避難場所としての機能を持った防災拠
点のことです。
【保水機能】
森林、雑木林等に降った雨は、一部が
地中に浸透し、水量を減らしながら、緩
やかに川へ流れて行きます。また、水
田など雨のたまり場として川の洪水を少
なくすることができます。このような働き
を保水機能といいます。
【水辺の楽校】
子供たちの水辺での自然体験・環境教
育の場として整備した場所のことです。
【遊水地】
洪水を一時的に貯めて、洪水の最大流
量を減少させるために、川沿いの低地
などに人工的に設けられた施設です。
【利水】
生活・農業・工業などのために水を利用
することです。
【流域】
降雨や降雪がその河川に流入する全
地域のことです。
【流域対策】
流域のためる機能と保水機能で、河川
への流出を抑制する対策のことです。
【流量】
単位時間内に川を流れる水の量です。
一般的な単位は、m3/sec(立方メートル
毎秒)で表されます。
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大和川は、長い歴史の中で人々のくらしや文化、豊かな自
然を育んだ「母なる川」です。

この歴史ある大和川の今後について、皆様のご意見をお
寄せ下さい。

ご意見は「郵送」「FAX」「インターネット」でお寄せください。
また、ご意見を正確に把握するため、電話によるご意見の受付
は対応しかねますので、あらかじめ御了承下さい。

国土交通省 近畿地方整備局

大和川河川事務所 〒583-0001 大阪府藤井寺市川北3丁目8番33号
TEL / 072-971-1381（代） FAX /072-973-3967（調査課）

インターネット
http://www.kkr.mlit.go.jp/yamato/■■■.●●●

（上4写真：大和川コンクール入賞作品）
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